
基準値 目標値 達成

12年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 7年度

55 44 44 43 43 調査中 41

- - - - -

基準 目標 達成

12年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 7年度

433 346 343 338 336 調査中 325

- - - - -

基準 目標 達成

24年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 7年度

21 21 20 20 20 調査中 27

- - - - -

基準 目標 達成

24年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 7年度

4.7 4.3 4.2 4.0 3.9 調査中 4.0

- - - - -

基準 目標 達成

24年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 7年度

36 34 33 31 30 調査中 31

- - - - -

基準値 目標値 達成

22年度 26年度 27年度 28年度 29年度 29年度 7年度

33 27 24 24 22 調査中 33

- - - - -

施策の分析

担当部局名
環境再生・資源循環局廃

棄物適正処理推進課
作成責任者名
（※記入は任意）

廃棄物適正処理
推進課長

政策評価実施時期 平成30年8月

－

次期目標等への
反映の方向性

－

学識経験を有する者の知見
の活用

中央環境審議会循環型社会部会等

政策評価を行う過程におい
て使用した資料その他の情
報

日本の廃棄物処理（平成29年度版）

一般廃棄物焼却炉からのダイ
オキシン類の排出量（g-TEQ/

年）

実績値

○

年度ごとの目標値

評
価
結
果

目標達成度合いの
測定結果

（各行政機関共通区分） ③相当程度進展あり

（判断根拠）

　現時点において、一般廃棄物の排出量は、目標値を達成する見込みで
ある。一般廃棄物の最終処分量及び一般廃棄物焼却炉からのダイオキシ
ン類の排出量は、目標量を達成した。
　リサイクル率については、平成7年度の約10%から平成19年度の約20%ま
で向上したが、以後、ここ数年間横ばい状態が続いており、目標値に到達
していない。

3(1)　一般廃棄物の最終処分
量（百万トン）

施策の進捗状況（実績）

○

年度ごとの目標

3(2)　一般廃棄物の最終処分
量（kg/人）

施策の進捗状況（実績）

○

年度ごとの目標

1(2)　一般廃棄物の排出量
（kg/人）

施策の進捗状況（実績）

△

年度ごとの目標

2　一般廃棄物のリサイクル率
（％）

施策の進捗状況（実績）

×

年度ごとの目標

110,326 110,782 102,432

施策に関係する内閣の重要
政策（施政方針演説等のうち
主なもの）

第4次循環型社会形成推進計画
国土強靭化基本計画
廃棄物処理施設整備計画

測定指標

1(1)　一般廃棄物の排出量（百
万トン）

実績値

△

年度ごとの目標値

繰越し等（c） ▲ 13,144 23,551 48,507

合計（a＋b＋c） 116,214 115,497 175,579

執行額（百万円）

39,086 37,052 28,532 44,432

補正予算（b） 90,272 54,894 98,540 -

達成すべき目標 一般廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理等について施策の総合的かつ計画的な推進を図る。

施策の予算額・執行額等

区分 28年度 29年度 30年度 令和元年度

予算の
状況

（百万円）

当初予算（a）

平成30年度実施施策に係る政策評価書
（環境省３０－⑮）

施策名 目標4-3　一般廃棄物対策（排出抑制・リサイクル・適正処理等）

施策の概要 一般廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理等を推進する。

別紙２


